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   We report two cases of malignant lymphoma of the penis. A 64-year-old man presented with 
painful indurations of the penis. A computerized tomography (CT) scan showed a swollen 
retroperitoneal lymph node 5 cm in diameter. Penectomy confirmed the diagnosis of B cell malignant 
lymphoma, diffuse large type. Despite systemic hemotherapy with a CHOP regimen, he died of 
disease 7 months postooperatively. The second case was in a 63-year-old man presenting with 
multiple nodules in the penis and scrotum. Biopsy of a scrotal nodule revealed B cell malignant 
lymphoma, diffuse medium size type. A CT scan demonstrated widespread lesions (stage III E). He 
has been in complete remission for 10 months following multidisciplinary treatments. 
   We reviewed 21 cases of malignant lymphoma of the penis which have been reported in the 
literature. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 371-374, 1997) 
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緒 言
泌尿器科領域に発生する悪性 リンパ腫 は稀であ り,
なかでも陰茎に発生 したものは文献的にも20例程 しか
報告がない,最近われわれは,外 陰部,特 に陰茎に発




家族歴 既往歴:特 記すべ きことな し
*現:日 比 クリニ ック
現病歴:1992年10月,陰茎の痛み,硬 結 を自覚 した
ため当科 を受診 した.腫 瘤 は小指頭大で亀頭 を除 く陰
茎全体の皮下 に5・-6個認め た.
現 症:血 圧126/80mmHg,脈拍79/分,整,体 温
35.9度.表在 リンパ節 は触知せず
検 査所 見:LDH2,9521U,CRP7.91mg/dlと上
昇 を認めた.末 梢血 中に異形 リンパ球 は認 めなか っ
た.
画像所見:CTに て左腎 上部,傍 大動 脈 に5cm大
の腫瘤 を認 めた(Fig.1).Gaシンチ ではCTと 同部
位 に集積 を認めた.以 上 よ り陰茎腫瘍,後 腹膜 リンパ
節転 移 を疑い陰茎切断術 を施行 した.肉 眼 的には陰茎
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病 理組織診 断:H.E染 色 で は腫瘍 細胞 は類 円形で
胞体 に乏 し く,胞 巣形成 は認 め られ ない.細 胞相互の
結 合 性 も粗 で あ り少 数 の 異型 性 核 分 裂像 を認 め る
(Fig.2).免疫染 色 ではleucocytecommonantigen,
L-26がと もに陽性 であ る(Fig,3).以上 よ りBcell
malignantlymphomadiffuselargetypeと診断 した.
術 後経過:臨 床病期 分類で はStageIIEに相 当 し,
化 学 療 法(CHOP:サ イ ク ロ フ ォス フ ァ ミ ド750
mg/m2day1,アドリアマイ シ ン50mg/m2dayl,
ビ ンク リス チ ン1.4mg/m2dayl,プレ ドニ ソ ロ ン
100mgday1～5)を開始 した.3コ ー ス終 了時 点で
はCT,Gaシ ンチで腫 瘍 の消失 を認 め,LDHも 正
常化 して いた.4コ ース終了 頃 より下肢 の しびれ背部
痛が出現 した.MRIに て び まん性 の頚 部,腰 部 脊髄
内,脊 髄外腫瘍 を認め転移 による もの と考 え られた.
5コ ース終了 したが,全 身状態が悪化 し術後7カ 月 目
に死亡 した.
症例2:63歳,男 性
主訴:陰 茎,陰 嚢 の小腫 瘤
家族歴 既往歴:特 記すべ きことな し
現病歴:1995年9月,陰 茎,陰 嚢内 に硬結 を触知す
るため,当 科 を受診す る.腫 瘤 は小指頭大で陰茎腹部
に2個,陰 嚢 内精索 に沿 う様 に左右1個 ずつ認 めた.
現症;血 圧170/102,脈拍68/分,整,体 温36.4度,
両鼠径 リンパ節腫脹 を認 めた.
検査所 見:1.DH1,0301U,CRP2.18mg/dlと上
昇 を認 めた.末 梢血 中 に異形 リンパ球 は認 め なか っ
た.
画像所見:CTで は右胸膜 ～背部 にか けて腫瘍 を認
め,縦 隔,左 鼠 径 リ ンパ節 腫 大 を認 め た(Fig.4).
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Fig.5.Photomicrographshowingmedium
sizedi価setypemalignantlymphoma.
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た.陰 嚢 内腫瘤 の切 除生検 を施行 した.腫 瘤 は精索 と
強 く癒着 していたが剥 離 は可能であ った.
病 理組織診 断:H.E.染色 で は腫瘍 細胞 は裸核,類
円形 で シー ト状 に配列 してお り,異 型性核分裂が認 め
られ る(Fig.5).L-26は陽性,ucHL-1は 陰性 で
あ った.以 上 よ りBcellmalignantlymphomadif-
fusemediumsizetypeと診断 した.
術 後経 過:臨 床 病 期 分類 で はstageIIIEに相 当
し,化 学 療 法(CHOP)を 開始 した.4コ ース 終了
後,陰 茎 の腫瘤 の消失 を認 めた.CTで は胸部腫瘍 の
縮小 を認 め,LDHは 正常化 した.6コ ース終了時点
で はCT,Gaシ ンチで異常 は認め られなか った.再
発予防の ため背部,縦 隔に放射 線照射30Gy,髄 腔 内
に メソ トレキセー トIOmg,Ara-C20mgの抗 癌剤
の投与 を行 った.そ の後現在 まで10カ月間再発 を認 め




発性が16例,続発性が5例 報告 されているに過 ぎない

















くみ られたが,治 療後新たにリンパ節病変が出現 した
例 もあ り12)このような症例は原発性か否かの判定は

















































































































































































































陰性悪性 リンパ腫の2例 を報告 し,文献的考察を述
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